
嵐山史跡の博物館

総務担当

 

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B63
教育費 博物館費 史跡の博物館費

史跡の博物館条例、文化財保護法 宣言項目 11 オリンピック・パラリンピックなどを契機とした地域の活性化

分野施策 061349 文化芸術の振興

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金 財産収入

決定額 △6,319 △3,109 △320 △2,890 958

現計額 7,277 3,109 320 3,848

令和 2年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

オリパラおもてなしミュージアム　サムライ体験in嵐山～城跡
で武将と姫に大変身～

一般会
計

社会教
育費

事 業
期 間

平成29年度～ 根 拠
法 令令和 2年度

　2019年ラグビーワールドカップ、2020年東京オリンピ
ック・パラリンピックが実施されるのにともない、増加
が見込まれる県内外や外国からの観光客へ嵐山史跡の博
物館の歴史文化の魅力を発信する。そのための基盤整備
と広報活動を実施するとともに、体験活動をとおして観
光客へのおもてなしをおこなう。
　2020年は県立博物館にて、８館合同特別企画展を開催
する。
（１）新型コロナウイルス感染拡大防止のための事業内
　　容の見直しによる減         6,319千円

（１）事業内容
　　ア　魅力的な博物館整備事業
　　　　８館合同特別企画展開催費用、Wi-Fi運用など　7,916千円

（２）事業計画
　　ア　８館合同特別企画展を開催する。
　　　（外国語版のチラシ等の印刷、企画展体験イベントの実施）
　　イ　外国人が来ても着装体験等ができるようにする。また、体験活動をきっかけとして新規の来館者層獲得を
　　　おこなう。

（３）事業効果(令和２年度目標)
　　　　利用者数　69,000人　

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　ア　職員のマンパワー活用：鎧・着物の着装体験を通して日本を実感してもらう

（５）補正予算の内容
　　新型コロナウイルス感染拡大防止のための事業内容の見直しによる減額

　(県10/10)

普通交付税（単位費用）（区分）その他教育費
　（細目）社会教育費　（細節）社会教育施設費
　（積算内容）博物館費

　9,500千円×6人＝57,000千円

補正後の
予算額

― 教育局 B63 ―
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